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「令和７年度私立短期大学卒業生の卒業後の状況調査」回答の手引き 
 

日本私立短期大学協会 

    学 生 支 援 委 員 会  

 

本協会ホームページにアクセスの上、調査フォームにご回答をお願いいたします。回答にあた

り、以下をご確認の程、よろしくお願いいたします。 

 

回答の手順 

【回答方法】 

本協会ホームページＵＲＬ：https://tandai.or.jp/new/shuushokuchousa2026/ 

本調査は Googleフォームを使用して行い、調査の回答を入力し送信をクリックすると、本協会事

務局および登録メールアドレス宛に回答内容が自動送信されます。 

※Googleのウェブブラウザよりご回答いただくことをお勧めいたします。 

【ご回答に際して】 

本調査は令和７年度に貴短期大学を卒業した学生の卒業後の状況についての質問となってお

ります。なお、Google フォームは、Google アカウントにログインしていなくても回答はでき

ますが、回答中の一時保存ができません。次ページ以降に全ての設問を掲載していますので、

予め回答内容を確認の上ご入力をお願いいたします。また、必ず下記の回答上の注意をご一読

くださいますよう、お願いいたします。 

【回答期限】 

令和８年５月２２日（金） 

 

回答上の注意 

1.本調査は、令和８年５月１日時点の本科 第１部（昼間部）の卒業生を対象に行っていますの

で、専攻科は対象外です。なお、該当者がいない設問の場合には、0と入力してください。 

2.専門職とは、幼稚園教諭、保育士、保育教諭、介護福祉士、栄養士などの国家資格・免許を生

かして就職した者を指します。例えば、就職先が企業主導型保育園や公立機関が運営する保育

園であっても、保育士として就職した場合は、「企業・団体」「公務員・行政職」には含めず、

「保育士」にご入力ください。 

3.幼保連携型認定こども園以外の認定こども園に就職した者は、その施設が幼稚園型の場合は

「幼稚園教諭」、保育所型・地方裁量型の場合は「保育士」にご入力ください。 

4.その他の専門職とは、国家資格・免許を必要とする職業《小学校教諭、中学校教諭、養護教諭、

栄養教諭、特別支援学校教諭、図書館司書、看護師、准看護師、臨床検査技師、理学療法士、

作業療法士、柔道整復師、視能訓練士、歯科衛生士、歯科技工士、調理師、製菓衛生師、美容

師（アイリスト含む）、自動車整備士、救急救命士、愛玩動物看護師など》を指します。 

5.公務員・行政職には、一般行政職、公立学校事務、消防士、自衛官、警察官等の職に就いた者

の人数をご入力ください。なお、国家資格・免許を生かして公立機関に就職した場合は、   

「公務員・行政職」には含めず、該当する専門職にご入力ください。 
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6.有資格者であっても、資格を生かした職業に就いていない場合は、「企業・団体」もしくは「公

務員・行政職」にご入力ください。 

7.非正規雇用は、派遣社員・契約社員・臨時採用等で、雇用期間が一年以上（一年未満であって

も、継続により１年以上雇用されることが確実な場合を含む）であり、かつ勤務形態が正社員

に準ずる者の人数をご入力ください。 

8.短期大学では取得できない国家資格・免許を有する者が貴学に入学し、就職する際、すでに取

得していた資格を生かして就職した場合には、「企業・団体」もしくは「公務員・行政職」に

含めてご入力ください。 

9.自営業については、短期大学で取得した資格を生かして働く場合は、該当する専門職の正規雇

用、これに該当しない場合は、「企業・団体」の正規雇用にそれぞれご入力ください。 

10.回答を送信する前に、数値のご確認をお願いいたします。設問１(2)の卒業者数は、設問２(1)

〜(16)と設問３(1)〜(5)の人数を合算した数と一致します。 

 

設問内容について 

１．令和７年度の卒業生の就職状況について 

（1）令和７年度卒業生の出身学科名を全てご入力ください。（専攻・コース名は不要） 

 

（2）卒業者の人数（全学科合算）をご入力ください。 

 

（3）就職希望者の人数（全学科合算）をご入力ください。 

 

（4）就職決定者の人数（全学科合算）をご入力ください。 

 

（5）貴短期大学が所在する都道府県内において就職した人数（全学科合算）をご入力ください。 

  ※就職地が不明の場合は、採用された雇用主の所在地より判断してください。 

 

２．就職決定者の内訳について 

【専門職】 

※就職先が企業もしくは公立機関が運営する施設であっても国家資格・免許を生かして就職した場合は

それぞれの専門職の回答欄に含めてご入力ください。 

（1）幼稚園教諭として正規雇用された人数をご入力ください。 

 

（2）幼稚園教諭として非正規雇用された人数をご入力ください。 

 

（3）保育士として正規雇用された人数をご入力ください。 

 

（4）保育士として非正規雇用された人数をご入力ください。 

 

（5）幼保連携型認定こども園に保育教諭として正規雇用された人数をご入力ください。 
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（6）幼保連携型認定こども園に保育教諭として非正規雇用された人数をご入力ください。 

 

（7）介護福祉士として正規雇用された人数をご入力ください。 
※令和１３年度までの経過措置により、介護・福祉系学科で所定の単位を修得し、卒業後５年間の期限付

き登録で介護福祉士として就職した者は、「介護福祉士」にご入力ください。なお、「介護福祉士」ではな

く、介護員や支援員などの名目で介護施設や福祉施設に就職した場合は、「企業・団体」に含めてご入

力ください。 

 

（8）介護福祉士として非正規雇用された人数をご入力ください。 

 

（9）栄養士として正規雇用された人数をご入力ください。 

 

（10）栄養士として非正規雇用された人数をご入力ください。 

 

（11）上記（10）までの専門職以外の国家資格・免許（※）を生かして正規雇用として就職し 

た場合、その国家資格・免許の名称と人数をご入力ください。 

    ※小学校教諭、中学校教諭、養護教諭、栄養教諭、特別支援学校教諭、図書館司書、看護師、准

看護師、臨床検査技師、理学療法士、作業療法士、柔道整復師、視能訓練士、歯科衛生士、歯

科技工士、調理師、製菓衛生師、美容師（アイリスト含む）、自動車整備士、救急救命士、愛

玩動物看護師など 

回答例）看護師 50、調理師 30  

複数ある場合は、必ず「、（読点）」で区切ってください。 

 

（12）上記（10）までの専門職以外の国家資格・免許（上記※）を生かして非正規雇用として 

就職した場合、その国家資格・免許の名称と人数をご入力ください。 

※回答例）小学校教諭 5、図書館司書 3 

複数ある場合は、必ず「、（読点）」で区切ってください。 

 

【一般・総合職】資格・免許を生かさないで就職した者について 

※【専門職】の（1）～（12）で入力した就職者と重複しないようご注意ください。 

（13）企業・団体に正規雇用として就職した人数（全学科合算）をご入力ください。 

 

 （14）企業・団体に非正規雇用として就職した人数（全学科合算）をご入力ください。 

 

（15）公務員・行政職に正規雇用として就職した人数（全学科合算）をご入力ください。 

 

（16）公務員・行政職に非正規雇用として就職した人数（全学科合算）をご入力ください。 

 

３．就職以外の進路者数（全学科合算）について 

（1）４年制大学へ編入した者の人数をご入力ください。 

 

（2）短大専攻科へ進学した者の人数をご入力ください。 
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（3）専修・各種学校等へ入学した者の人数をご入力ください。 
  ※専門学校・短大の本科・４年制大学の別科などに入学した者、留学した者は、こちらに含めてご入

力ください。 

（4）一時的な仕事に就いた者の人数をご入力ください。 
  ※主にアルバイト・パートの臨時的な収入を目的とする仕事に就いた者を指します。なお、派遣社員・契約社

員などでも契約内容が不明な場合はこちらに含めてご入力ください。 

 

（5）その他（就職・進学等に該当しない者）の人数をご入力ください。 
※上記までの設問に該当しない、就職未決定者や進路未決定者、フリーランスの人数をご入力ください。 

 

４．就職支援に関わる自由記述・選択式設問 （全職種共通または業種ごとにご回答ください） 

＜全職種共通設問＞ 

(1)企業や施設等の採用担当者とのやり取りを通じて感じられる、短期大学生に対する「良い

評価」について、以下の項目の中から当てはまるものを３つまで選択してください。 

（複数回答可：最大３つまで） 

1 素直で、柔軟である 

2 責任感がある 

3 指示されたことを的確に遂行できる 

4 社会人として必要な一般常識を備えている 

5 マナー・倫理観がある 

6 コミュニケーション能力がある 

7 協調性がある 

8 短期大学での学習経験が役立っている 

9 熱意・意欲がある 

10 問題解決力がある 

11 リーダーシップがある 

12 その他（           ） 

(2)学生が人材紹介事業者（エージェント）等を介して就職活動を行った際に発生したトラブ

ルがありましたら、その具体的内容・対応等をご入力ください。 

 

(3)障がいのある学生、または学修や学生生活において一定の支援が必要と考えられる学生に

対する就職支援について、苦慮したことがありましたら、その具体的内容・対応等をご入

力ください。 

 

＜企業・団体、幼稚園教諭・保育士・保育教諭＞  

(1)雇用形態、処遇（含・給与状況）等について、前年度（令和６年度）と比較して変化があ

りましたら、その具体的内容等をご入力ください。 

 

(2)雇用者側の対応で改善された（よくなった）と感じた事例について、前年度（令和６年度）

と比較して変化がありましたら、その具体的内容等をご入力ください。 

 

(3)雇用者側の対応に苦慮した事例について、前年度（令和６年度）と比較して変化がありま

したら、その具体的内容・対応等をご入力ください。 
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(4)就職採用活動の早期化・長期化について、前年度（令和６年度）と比較して変化がありま

したら、その具体的内容・対応等をご入力ください。 

 

＜介護福祉士、栄養士、その他の専門職＞   

(1)令和７年度卒業生の就職・採用活動において特に印象に残っていることなどありましたら、

自由にご入力ください。（変化したことや苦労したこと、成功した取り組みなど） 

 

５．学生支援に関わる自由記述・選択式設問 （全職種共通でご回答ください） 

＜全職種共通設問＞ 

(1)学生支援を行う中で、特に困難さを感じた事柄について、以下の項目から３つまで選択し

てください。                     （複数回答可：最大３つまで） 

1 学費（奨学金）等の経済問題に関わること 

2 人間関係（友人や家族など）の問題に関わること 

3 勉学に関わること 

4 心身の健康問題に関わること 

5 SNSに関わること 

6 その他（              ） 

(2)奨学金制度に関する学生対応で、苦慮したことがありましたら、以下の項目から３つまで

選択してください。                  （複数回答可：最大３つまで） 

1 制度の複雑化による説明負担 

2 家計急変対応 

3 給付型奨学金との併用相談 

4 返還相談対応 

5 書類不備対応 

6 特にない 

7 その他（              ） 

(3)長期履修制度を活用する学生への支援について、苦慮したことがありましたら、その具体

的内容・対応等をご入力ください。 

 

(4)多様な学生（職業訓練生などの社会人や外国人留学生等）に対する支援について、苦慮し

たことがありましたら、その具体的内容・対応等についてご入力ください。 

 

(5)障がいのある学生または、学修や学生生活において一定の支援が必要と考えられる学生へ

の合理的配慮の提供について、苦慮したことがありましたら、その具体的内容・対応等を

ご入力ください。 

 

本件に関するお問合せ先 

日本私立短期大学協会 早川 

Ｅ-mail：shuushoku@tandai.or.jp 


